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ニューロンの生存を支配する神経細胞生存因子を発見 

 理化学研究所は、ニューロン（分化を終え成熟した神経細胞）の生存を支える神経

細胞栄養因子の発見に成功した。 

 この発見は、海馬ニューロンの発生段階における細胞死の原因を究明できるのみな

らず、脳神経細胞死に係わる各種の疾患患者の治療法を探る上で重要であり、極虚血

性細胞死の制御や治療といった臨床医学面への応用の期待も大きい。 

 成果の詳細は、"The Journal of Biological Chemistry"（平成 10年 7月号）に発表

される。 

 

 

 分化を終え成熟した神経細胞（ニューロン）は、2度と分裂することなく、個体が

死ぬまで生き続ける。どの様な機構でニューロンが生き続けるかは、長年の疑問であ

った。今日までに、その生存を支える因子として、ペプチド性の NGF，BDNF等、

数多くの神経細胞栄養因子が候補に上がっていたがいずれも問題の因子の発見には

至らなかった。今回、理化学研究所 国際フロンティア研究システム 糖鎖機能研究

グループ 糖細胞情報研究チームの平林義雄チームリーダーらは、このニューロンの

生存を支える神経細胞栄養因子の発見に成功した。すなわち、アストログリアから分

泌される海馬ニューロンの生存促進因子が、非必須アミノ酸の一つである L－セリン

であることを見いだしたものである。 

 本発見は、単に、海馬ニューロンの発生段階における細胞死の原因を究明できるの

みならず、脳神経細胞死に係わる各種の疾患患者の治療法を探る上で重要であり、極

虚血性細胞死の制御や治療といった臨床医学面への応用の期待も大きい。今回、アス

トログリアが分泌する海馬ニューロンの生存促進因子が、L－セリンであることを見

いだしたが、このアストログリアには、細胞外の L－セリン濃度を感知する能力が存

在し、これにより細胞外の L－セリンの量が常に一定に保たれていた。また、海馬ニ

ューロンには、細胞外の L－セリンを積極的に取り込むシステムが発達していること

が分かった。ニューロン内の L－セリンがなくなると、細胞の生存に欠かせない膜リ

ン脂質のホスファチジルセリン、糖脂質をも含めたスフィンゴ脂質の枯渇を招き、最

終的に細胞死に至るプロセスが示されたものである。 
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